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1）子宮体癌 の 遺伝子診断

金沢大学教授　井　　L 正 　 樹

　 r一宮体癌は遺伝子の 病気で あ り，

一
つ の 細胞 に

幾 つ か の 遺伝子変異が蓄積 して ， 多段階的に 癌が

発生する．子宮内膜細胞の ようなエ ス トロ ゲ ン 受

容体 を有す る細胞で は 内因性 ・外来性 の エ ス トロ

ゲ ン刺激 など に よ り ， 増殖 因子，分化誘導因子 ，

サ イ トカ イン などを含め た活性因 ∫が動員され ，

autoc 血 e／paracrineの ネ ッ トワ ー ク機構 の も と

に増殖を制御 して い る が ， こ の ネ ッ トワ ー
ク の 制

御機構に乱れ が生 じる と持続的な増殖性 シ グ ナ ル

の 活性化が 生 じ，

一一
連 の 増殖性病変を形成する．

さらに ， 細胞は癌遺伝 r・の 活性化，癌抑制遺伝 r一

の 不活性化 ， DNA ミ ス マ ッ チ 修復遺伝予の 不活

化，発癌ウ イル ス遺伝 f’の 導入，など種 々 の 遺伝

子変異を蓄積 し，増殖に 関 して 優位性 を獲得した

ク ロ
ー

ンが選択的に増殖 し ， 不死 化能 を獲得 し，

癌細胞に変化する．その 後に生 じる痛細胞 の 浸潤

　転移能の 獲 得に つ い て もさ まざまな遺伝 ∫変異

が関 与して い る．

　
一方 ，

エ ス トロ ゲ ン の 攴持 を必要 としない 内膜

癌 も存在する．高齢者に発生 し， 組織学的に は類

内膜癌 未分化 タ イプ ， あるい は漿液性 ， 明細胞性

など の特 殊組織型 を量する．晩期で 発見 され る こ

とが 多く，種 々 治療に抵抗 し r・後不良で ある，こ

れ ら ， 発 生 に はエ ス トロ ゲ ン 依存性と は異 な っ た

癌関連遺伝子が関与する．

　したが っ て ，両タ イプ は 発生的に別の 癌で 治療

方法 も別個に選択され るべ きと考える．

2）子宮頸部初期病変に 対す る 光線力学的療法

佐 々 木研 究所 附属杏雲堂病院部長 室 谷 哲　 弥

　光 線力学 的療法 （PDT ：Photodynamic 　Ther−

apy ）は，術 巾全 く出血す る こ とな く無麻酔で行

え， 子宮頸部 をほ ぼ 原形 の ま ま残す こ とがで き，

そ の 治癒率 も高 く， 術後 の 妊娠分娩に 支障が な く

有用性が注 目され て い る．早期子宮 頸癌 の PDT

療法は ， 食道癌，胃癌 ， 早期肺癌と共 に，世界に

先駆 けて 1994年に厚生 省の 認可 を受け ， 1996年よ

り薬価収載 され保険の 適応 とな っ た．PDT の 抗腫

瘍効果の 作用機序は ， 光化学作用 で生 じた活性酸

素 （特に
．
重 項酸素）などの フ リーラ ジ カ ル が ， 腫

瘍細胞 の 細胞内小器官 を酸化
・
変性壊死 させ 殺細

胞効果 を発揮す る．また，腫瘍血管の 血 管内皮細

胞の 障害 に よる Vuscular　shut−dowll　effect も抗腫

瘍効果 と して 重要で ある．我 々 は
， 腫瘍組織へ の

集積 性 に優 れ た腫瘍 親和 性 光 感受性物 質 Por−

fimer　sodium （PHE ：PhotofriniRI）を 1．5〜2mg ／kg

静注 し， 腫瘍細胞と正常細胞 におけ る薬品濃度の

差が最大 となる48時間後に
， 組織透過性に優 れた

波長630nm の 低 出 力 pulse　laserで Excimer 　Dye

Lase（EDL ）YAG −OPO 　Laser を用い て ，レー
ザ

ー
治

療用 光路 が組 み込 まれ た コ ル ポ ス コ ープ直視 F

で ， また，頸管部 に は全周性側方照射型プ ロ
ー

ブ

を用 い て loej／cm
”

の エ ネル ギ ー
密度で 照 射 し，

PDT 療法を行っ て い る．今後 ， 体内排泄時 問の 短

い Photosensitizerや 小 型 の 半 導体 レ ー
ザ ーの 開

発 も進ん で お り，遮光時問が 短縮 され ， 近 い 将 来，

入院する こ とな く，外来で治療が 可能 となる と考

えられ る．
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